
受賞者の活動概要

① 技術開発・製品化部門

　スキンケア用乳液の製造プロセスについて、従来一般的
であった、すべての原料を一旦加熱し乳化してから冷却す
るという方法を見直し、一部の原料を加熱して高濃度の乳
液を作り、それを常温の水分で薄めながら自然に冷却させ
ることで、加熱のエネルギーを低減できることに加え、冷
却のプロセスそのものが不要となる新製法を開発した。
　この新製法により、処方も品質も変えることなく、これ
まで加熱・冷却に要していたエネルギーを大幅に削減する
ことができ、従来に比べ約65%のCO2の削減が可能となっ
た。
　この乳液の低エネルギー製造プロセスは、「ばら園ローズ
ボディーミルク RX」に最初に導入され、その後、他の製
品にも順次導入されている。
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乳液の低エネルギー製造プロセスの開発

　下水処理場から発生する温室効果ガスの中で、汚泥焼却
炉から排出される亜酸化窒素（N2O）の占める割合が高い
ことが知られている。N2Oは二酸化炭素の310倍の温室効
果があり、汚泥焼却炉からの排出量削減は、温室効果ガス
削減対策として重要である。汚泥焼却炉で生成されるN2O
は、焼却温度を高温化することで低減が可能であるが、従
来炉では補助燃料を追加投入して炉内全体を高温化する必
要があり、ランニングコストが増加するという課題があっ
た。
　当社が開発した温室効果ガス削減型下水汚泥焼却炉『高
効率二段燃焼炉』は、低空気比での抑制燃焼により汚泥を
ガス化させ、二次燃焼室で瞬時に燃焼させることで局所的
に高温部を形成し、N2Oの分解を促進する。つまり、下水
汚泥が元来有しているエネルギーを利用して焼却温度を高
温化させるため、補助燃料を増加させることなくN2O排出
量の大幅な削減（最大80％削減）が可能で、下水処理場か
ら排出される温室効果ガスの削減に貢献できる。
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温室効果ガス削減型下水汚泥焼却炉の開発
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